
原稿 ご執筆について

1)内 容 :  テーマはお任せ致します。
『広領域教育研究会』を振り返って、今後に寄せる思いなど
もご執筆を賜ればありがたく存じます。
(ご参考に、No。 37で、「広領域教育研究会 18年を振り返って」
がございますので同封させていただきます)

2)字数と頁数 : 5, 300字 (タイ トル、写真、図表等を含めます)

文体    綿J,上 りは、21字×34行×2段組で1頁になり、4頁)

「～である」調でお願いします。

3)締切り:   平成22年 1月 18日 (月 )

4)原 稿 :  メールに添付してご送付ください。
5)添付資料等 : ①既刊会誌 No。 37

6)連絡先 :  広領域教育研究会 会誌編集担当  武井 英治
〒105-0004 港区新橋 卜2-7 恭和ビル 2階

Te1 03-5521-1347   FAX  03-5521-1348
e一mail  e―takei@jaifo oro jp



「広領域教育」。広領域教育研究会の経年メモ
16 4 1

① 昭
～
51(1,976)年 2月 9日   広領域教育研究会「設立委員会」

「広領戌教育研究会」設立趣意
「会のこ普について」

②  「広領戌教育研究」昭
～
51(1, 976)年 4月 25日 NO.1発行

発行所 広領域教育研究会
代表せ話人  茅 誡司

③ 昭
～
55(1,980)年 5月 1日 発行のN012

会   長  茅 誡司
④ 昭

～
56(1,981)年 10月 31日 発行のN016

友題「広領戌教育」に変え
(源 産半せネこのカレングー67頁
「「凛逍の畑山積民から固崎嘉千人民をれミに……」)

⑤ 昭
～
63(1, 988)年 11月 9日      茅会長 え去

⑥ 千成元年 (1, 989)年 5月 20日 発行のM32
会   長  ′1ヽ合 式一

⑦ 千戌5年 (1, 993)年 8月 15日 発行のN035か ら会長名t已載なし
③ 千茂 9年 (1,997)年 6月 1目 発行のN039

企画 。牛1作  広額戌教育研究会 。(株)広額域教育研究所
編集 。発行人 畑LL 積

⑨ 千戌9年 (1,997)年 12月 21日     畑占積民 え去
⑩ 千戌 10年 (1, 998)年 5月 10日 発行のN041

企画・牛1作 広領戌教育研究会 。(株)広領戌教育研究所 (代表老名なし)
① 千戌 10年 (1,998)年 7月 2日

「広領域教育」の編集委員会                 【矛1′民11
⑫ 千戌 10年 (1, 998)年 12月 20日 発行のN042

企L67。 キ1作  広頌戌教育研究会 。(株)広額戌教育研究所
編集幹事  飯オ1 雄―・角丼宏・森一久

⑬ 千戌 12年 (2, 000)年 2月 2日
広領域教育研究会の理学について              【方1′民2】

⑭ 千茂 12年 (2,000)年 3月 9日
広領戌教育研究会のこ普について              【ア1′民3】

⑮  子戌 12年 (2, 000)年 5月 2 5 El

広領域教育研究会事務イ1継打ち合わせ            【矛1′民4】
⑩ 千戌 12年 (2, 000)年 9月 30日 発行のN045

.  「広額域教育研鬼会の組織と事務局について」を掲載
制作 。発行  広頷域教育研究会
幹   事 餃利 雄―・角丼宏・森一久
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7A頂破 歌 百 サ 九 雪

代表幹事  飯利 雄一
編集担当  武井 英治

『広領域教育』の原稿執筆について (お願い)

謹啓
新年明けましておめでとうございます。
旧年中は、当研究会に対しご指導ならびにご協力を賜りまして、哀心より御礼
を申し上げます。
只今、No.74(2月 10日発行予定)の編集を進めております。
飯利代表から森様にはお話し申し上げておりますことと存じますが、その後
もいろいろな筋を通じて働きかけを致したようでございますが、次号 No.74が
最終号になりそうな状況でございます。
そこで森様に最終号を飾つて、これまでの『広領域教育』を振り返つてご執

筆いただけないものかということになりお願いを申し上げました次第です。
つきましては大変お忙しいところ恐縮でございますが、別添の要領によりご

執筆を賜れば大変ありがたく存じます。
敬白



原子力開発の現状|ま、時限爆弾を抱え始めている (メ モ)

石油。環境などの深刻化から、当分の間、原子力は少なくとも上向きで「安泰」、原子力界は
(経営面からは)「何とかなる」という従来の態度・風潮がますます顕著になるだろう。しか
しながら、相変わらず世界環境問題からも国内のエネルギー供給からも、「やむなく原子力」
という地位に甘んじて、タラタラとやつていたらどうなる力ち

取り返しのつかぬことになり、折角神が与えてくれた原子力 (平和利用)と いう可能性を
潰してよいの力、

原子力から「廃棄物」という言葉をなくする。

完全に事故フリーな原子力発電所を作る。一■EPRを超えて

核兵器の存在と平和利用の矛盾に挑戦せざるを得ない。

可能な行動 (課題)

①やる気さえあるなら、石油価格が三倍になつた現在、今の軽水炉を改良する費用位
問題ないはず。ウラン資源も無限梅水・リン鉱石 。・)

②同じく、開発規模をフランス並みに、
③安全・耐震一一規制の目的:ま「公衆保護」と明白。電力の自己責任の無自覚。
④放射線基準――不信感と被爆者救済にも関連
⑤研究開発体制と発電体制の抜本改革も (「機構」の社保化――電力の資格一―・メーカ
ーも)
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